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本資料は、チーム内で「感染が疑われる事例」が発生した場合の、基本的な対応を記載しています。

大学など、チームが所属する団体で決められた対応がある場合は、まずそちらを優先してください。

感染が疑われるような状態からの復帰に関しては、検査結果に関わらず、医師または保健所等の指示に従って下さい。

以上

＊練習への参加は、保健所の指示や検
査状況・退院時の状況を踏まえて、個別
に検討を行うこと

協会（連盟）への加盟チームは、
日本ラクロス協会に状況を報告する

＊練習をA/B分けで行い、当該選手と接
触していないグループは活動可能

チーム活動における感染者発生時の対応

練習に参加している選手・チームスタッフで、
「感染を疑う体調の異変がある人」もしくは「保健所が指定する濃厚接触者」が発生

すぐに新型コロナ受診相談窓口等に、PCR検査の必要性を相談

＊各活動日の参加者名簿を確認し、チー
ム内の濃厚接触者を確認する
＊練習をA/B分けで行い、当該選手と接
触していないグループは活動可能
＊チーム外に濃厚接触者がいる場合(練
習試合等）、その人にも状況を伝える

陽性と判明 陰性と判明

チーム活動は、2週間の休止
（チーム活動の中で、

他部員が濃厚接触者にあたる場合）

当該選手・スタッフは、
「体調が完全に戻り、

解熱後48時間経過している
ことを確認した後」、または
「保健所が指定する

健康観察期間が終了後」に、
練習等への参加を検討する

PCR検査の受診が必要 PCR検査の受診は不要

チーム活動は
受診結果が判明するまで休止
（ミーティングはオンラインのみ可）

当該選手・スタッフは
「体調が完全に戻る」、または

「保健所が指定する健康観察期間」
が終わるまで療養（自宅待機）

当該選手・スタッフは、
「PCR検査での陰性の確認」または
「有症状患者の退院基準の確認」
の後、練習等への参加を検討する

［健康観察期間が指定されていない時］
＊3日以内に解熱した場合は、保健所に
確認後、熱がないことを48時間確認した
後に、練習への参加を検討する
＊4日以上発熱が続く場合は、再度保健
所に相談する

必要な場合


